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授業コード 科⽬コード

科⽬名 授業名

開講年度/学期
単位※⼊学年度により
異なる場合あり

配当年次※⼊学年度に
より異なる場合あり

代表教員 教員名

実務家教員

授業テーマ

授業の概要

到達⽬標1
（⼤学指定）

その達成度を
⾒る観点

その達成度を
⾒るために⽤
いる⼿法

到達⽬標2
（⼤学指定）

その達成度を
⾒る観点

その達成度を
⾒るために⽤
いる⼿法

到達⽬標3
（⼤学指定）

その達成度を
⾒る観点

その達成度を
⾒るために⽤
いる⼿法

◆授業計画

〈担当形態〉

〈授業計画及び授業内容〉※各回の担当者、学外実習の詳細も記載

〈授業⽅法及び学⽣への課題・⼩テスト等のフィードバック〉

〈授業時間外学修（予習・復習等）について〉

◆定期試験等の実施について

定期試験等の実
施⽅法

※上記で『A：16週⽬に試験実施』をご選択の場合のみご回答ください

試験時間（分） 試験持込み内容

L1057 T603412

学⽣が創る「学び」

2022年度後期 2単位 学年指定なし

相場 浩和 相場 浩和、⿅島 我

Eコマースを通した地域活性化と社会で必要とされる⼈材の理解

今や現代社会で⽣活するうえで必要不可⽋な「電⼦商取引（Eコマース）」。特に新型コロナウィル感染拡⼤を受けて、その重要度
は増したといえる。そんなEコマースの世界で今、注⽬を集めているのが「地域活性化」である。この授業では、Eコマースを媒介
にした地域活性化の⽅法を学び、実際に地域活性化を⾏うものである。授業の開講にあたっては、実際にEコマース業界で地域活性
化を⾏う企業の協⼒を仰ぎ、そのノウハウを学び、実践していくことを中⼼とする。
授業の名称通り、このシラバスは、学⽣リーダー組織・Dʼ*Lightの協⼒を経て作成されたものである。

1.Eコマースの運営を通して、社会の現状を認
識できる 個⼈ワークの内容 受講レポート

２．Eコマースの運営を通して、地域の現状
を理解できる グループワークの内容 グループ発表

３．Eコマースを⽤いた地域活性化を実践す
ることで、社会で求められる⼈材を理解でき
る

個⼈発表の内容 個⼈発表

複数

1.ガイダンス＆Eコマースとは何か？
2.グループワーク Eコマースと地域活性化①（調査）
3.グループワーク Eコマースと地域活性化②（発表）

 4.グループワーク Eコマースを⽤いた地域活性化に参加可能企業①（調査）
5.グループワーク Eコマースを⽤いた地域活性化に参画可能企業②（発表）
6.Eコマースを⽤いた地域活性化の実践①（企業への連絡）
7.Eコマースを⽤いた地域活性化の実践②（結果発表）

 8.Eコマースを⽤いた地域活性化の実践③（企業へのプレゼンテーション）
9.Eコマースマースを⽤いた地域活性化の実践④（プレゼンの結果発表）
10.Eコマースを⽤いた地域活性化の実践⑤（ネット販売）

 11.Eコマースを⽤いた地域活性化の実践⑥（ネット販売の結果報告）
12.個⼈ワーク Eコマース業界で求められる⼈材①（講義）
13.個⼈ワーク Eコマース業界で求められる⼈材②（調査）
14.個⼈ワーク Eコマース業界で求められる⼈材③（発表）
15.まとめ

(授業⽅法）
専任教員に加え、⼤⼿Eコマース企業の社員が対⾯、オンライン等さまざまな形式で授業に参加し、

 今、Eコマース業界で、企業が実際に取り組んでる課題をベースに授業を⾏う。具体的には企業から提案されに課題解決に取り組むことになる。演習形式で
課題や発表を課す。授業への積極的な参加態度をクラスワークとして評価する。毎回の授業開始前に専任教員、企業からのフィードバックを⾏う。

特に、グループで分担した調査、発表スライド作り、発表準備等は授業時間外でも⾏うことが要求される（毎回およそ1時間程度）。

【実施しない】B：その他の試験等（追試験対象外）
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◆成績評価

成績評価⽅法

成績評価基準

担当者からのメ
ッセージ（履修
上の留意点等）

オフィスアワー

◆授業での使⽤機器・ソフトウェア等（PC・ipad・ロイロノート・クリッカー 等）

◆教科書・参考書

※注意1：学内販売あり/なし、購⼊必須/任意、電⼦教科書導⼊希望の区分毎に記⼊

※注意2：電⼦教科書＝2021年度以降⼊学⽣対象科⽬のみ ★導⼊希望欄：1/3締切

●【1】学内販売あり／全員購⼊必須(教科書)／電⼦教科書は導⼊しない

●【2】学内販売あり／全員購⼊必須(教科書)／電⼦教科書導⼊希望

●【3】学内販売あり／希望者のみ購⼊(参考書)／電⼦教科書は導⼊しない

●【4】学内販売あり／希望者のみ購⼊(参考書)／電⼦教科書導⼊希望

〇【5】学内販売なし／全員購⼊必須(教科書) ※学内書店での取り扱いはありません

〇【6】学内販売なし／希望者のみ購⼊(参考書) ※学内書店での取り扱いはありません

課題：10%
発表：40%

 クラスワーク：50%
 

課題：企業から依頼される課題に取り組む態度・姿勢を評価する。
発表：個⼈的な能⼒を考慮して評価する。

 クラスワーク：個⼈的な能⼒を考慮して評価する

この授業は産学連携授業の⼀環であり、企業と連携して企画された授業である。Eコマース業界に興味がある学⽣はもちろん、就職活
動、就職後の活動において活⽤できる実践⼒を養うにはうってつけの内容である。意識の⾼い学⽣はもちろん、地域活性化に興味がある
学⽣にも積極的に受講してほしい。

メールで事前に相談すること
相場

 研究室番号：6号館 210号室
 前期：⽕〜⾦曜⽇ 12:00〜12:50

 後期：⽕〜⾦曜⽇ 12:00〜12:50
 mail：rk002@mail.koka.ac.jp

  
⿅島

 研究室番号：6号館 207号室
 前期：⽕〜⾦曜⽇ 12:00〜12:50

 後期：⽕〜⾦曜⽇ 12:00〜12:50
 mail：g-kashima@mail.koka.ac.jp
 

授業ではノートパソコンを使⽤します。毎回持参をしてください。


